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現行計画の目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 緑地の確保目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：現行計画での緑地の定義】 

 表 緑地の分類（４４頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：都市緑地法（抜粋）】 

(定義) 

第三条 この法律において「緑地」とは、樹林地、草地、水辺地、岩石地若しくはその状況がこれらに類す

る土地(農地であるものを含む。)が、単独で若しくは一体となつて、又はこれらに隣接している土地が、

これらと一体となつて、良好な自然的環境を形成しているものをいう。 

日進市緑の基本計画改定に係る検討 

 

 

令和元年１０月３日 
令和元年度第２回都市計画審議会 

資料 No.２ 

（１）現行計画で掲げた目標（42・43 頁：3.緑地の確保目標、45 頁：表 緑地の確保目標） 

①緑地の保全及び緑化の目標 

 

 

 

②緑地の保全及び緑化の推進のための施策に関する事項 

 

 

 

 

③都市公園の整備の方針その他保全すべき緑地の確保及び緑化の推進に関する事項 

 

 

 

 

 表 緑地の確保目標 

平成 32 年においても、市内の緑地率を概ね 40％確保する。 

緑地の保全及び緑化の推進のための施策は、本緑の基本計画で示した施策の実現化に向けて、

今後、市民・事業者・行政が協働して推進していくこととする。 

平成 32 年度には一人あたりの都市公園面積を概ね 7 ㎡となるよう、身近な歩いていける公園

づくりを推進する。 
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（２）現行計画で掲げた目標①・③の達成度検証 

①市内の緑地率 

 ・現行計画では、次のとおり緑地率を算出ししている。 

          H22：41.4% → H32：40.5％ 

   ※緑地の確保目標水準＝（施設緑地計+地域制緑地計-施設緑地・地域制緑地の重複）/都市計画区域面積 

 ・この緑地には、民間施設緑地として社寺境内地、法によるものとして生産緑地、農振農用地、河川区

域等の面積を含め、緑地の箇所数・確保面積を設定した。 

 ・同様に、中間年次・目標年次における緑地の箇所数・確保面積は、整備等が想定されている公共施設

緑地や民間施設緑地等を想定し、推計値を設定した。 

 ・しかし、現状、民間施設緑地等には、想定した緑地以外の緑地もあるものの、全てが把握できないと

いう問題を抱えていることから、現状の緑地率を算出することは困難である。 

 ・緑地の保全ということで目標設定しているが、①から③の目標設定は「身近な緑の保全活用」という

観点から設定したことから、緑の保全状況として、農地や良好な樹林地による緑被率を代替的な指標

とし、検証する。 

 

   表 緑被率（市域面積に対する緑被地面積の占める割合） 

 

 

 

 

 

 

資料：土地に関する統計年報（平成 20 年版・平成 30 年版） 

 

   ■植物で覆われた緑被地の面積が1,087ha、緑被率（市域面積に対する緑被地面積の占める割合）

は31.1％。 

■10年間で緑被率はわずか2.7％の減少。 

   ■10 年間で、身近な緑は、概ね 1割未満の減少 

（３）目標設定に対する課題 

 ・緑地の保全と緑化の推進に関して目標設定しているが、緑化の推進に関する具体的な目標がない。 

 ・また、「表 緑地の分類」に示した緑地の定義を採用しており、特に民間施設緑地の把握が難しい。                

 ・この定義の緑地であると、公園やグランド等も緑地としているため、“緑”という観点での増減を判断することは難しい。 

 

③都市公園の整備の方針その他保全すべき緑地の確保及び緑化の推進に関する事項 

 ・現行計画では、次のとおり一人当たりの都市公園面積を算出している。 

          H22：5.1 ㎡/人 → H32：約 7㎡/人（7.2 ㎡/人） 

 

表 都市公園・その他公園の整備状況（ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※一部マイナス表記されていますが、表記上または分類上のものです。 

        H22 数値は、現行計画の数値を採用しています。 

 

表 都市公園・その他公園の整備状況（ha） 

１人当たり公園面積 内訳 １人当たり面積 

都市公園 5.4 ㎡/人 

都市公園+その他公園 6.5 ㎡/人 

都市公園+その他公園+県営公園 8.７㎡/人 

       ※県営公園は、愛知県口論義運動公園 

（この公園は「表 緑の確保目標」では、公共施設緑地に位置づけている） 

  人口 90,974 人（平成 31年 3月末日） 県営口論義運動公園 19.94ha 

 

  ■平成22年から平成30年にかけて都市公園は約5ha、児童遊園等は約0.5ha整備。 

■市街化調整区域では児童遊園等が多く整備。 

■都市公園やその他公園、県営公園を含めると住民１人当たり公園面積は概ね充足。 

【対応策】 

「緑地」・「緑」の明確化 

【参考：愛知県広域緑地計画】 

 
●緑地：都市公園や都市公園以外の公共施設緑地、法律等により

保全されている地域制緑地の他、法的担保のない民有地
の植栽地なども含み、主に場を指す言葉として使用して
います。 

 
●緑：場としての「緑地」に、草や樹木等の植物単体やその集ま

りである樹林等も含んだ言葉として使用しています。 


